
検討委員会開催スケジュール（案）検討委員会開催スケジュール（案）

■第１回検討委員会：平成27年10月14日
 委員委嘱
 委員会条例の確認

■第１回検討委員会：平成27年10月14日
 委員委嘱
 委員会条例の確認

■第２回検討委員会：平成28年2月5日
 現地確認
 事業概要等の確認
 事業の位置づけ等の確認
 計画地の現況把握
 整備イメージの検討

■第２回検討委員会：平成28年2月5日
 現地確認
 事業概要等の確認
 事業の位置づけ等の確認
 計画地の現況把握
 整備イメージの検討

■第３回検討委員会：平成28年4月
 公園他事例視察
 前回委員会の概要と今後の進め方について

■第４回検討委員会：平成28年5月～6月
 本多静六記念公園としてのあるべき姿の検討
 市民の森・緑の公園としてのあるべき姿の検討
 公園に導入すべき機能・空間・施設の検討
 公園整備の方向性の整理

■第４回検討委員会：平成28年5月～6月
 本多静六記念公園としてのあるべき姿の検討
 市民の森・緑の公園としてのあるべき姿の検討
 公園に導入すべき機能・空間・施設の検討
 公園整備の方向性の整理

■第５回検討委員会：平成28年8月～9月
 公園のあるべき姿・整備の方向性の再確認
 基本計画案の検討（提示案の検討）

■第５回検討委員会：平成28年8月～9月
 公園のあるべき姿・整備の方向性の再確認
 基本計画案の検討（提示案の検討）

■第６回検討委員会：平成29年1月～2月
 計画案の最終調整（鳥瞰図を含め）
 基本計画としてのとりまとめ方法の最終確認

■第６回検討委員会：平成29年1月～2月
 計画案の最終調整（鳥瞰図を含め）
 基本計画としてのとりまとめ方法の最終確認



第２回久喜市（仮称）本多静六記念 市民の森・緑の公園整備検討委員会 主要意見と計画への反映 
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項  目 協議事項（委員からの意見） 計画への反映 
公園のあり方・コンセプト  現状を把握して、久喜市に最もふさわしい公園とはどのようなものかという共通認識が必要。 

 第一ステップとして時間を掛けて基本コンセプトを議論することが必要。 
 日本でひとつしかない公園を造るためには、本多静六博士が考えていた公園哲学や公園理念を本公園に生かすと

いうことが必要。 
 本多静六博士の時代には公園設計において、防災という考えはなかった。しかしながら、公園という人が集まる

場所ということからも、取り入れないわけにはいかない。 
 本多静六博士は、防災について、野辺地の列車の防雪林の計画及び造林を行っている。これらの実績も多少は反

映させてもいいのではないか。 
 久喜市内の小学生に、郷土に本多静六博士という偉人がいたことを体験的に理解できる公園にするのもいいので

はないか。 
 本多静六博士は何をした人なのか、久喜在住の方も知らない人が多い。博士がすごい努力をした人ということが

分かるようなメモリアルゾーンを造るというのもひとつの方法ではないか。 
 本多静六博士の公園整備に関する哲学を生かすとして、どのように具体化するのかを確認する必要がある。 
 本多静六博士が公園を整備するときは、運動するゾーン、散策するゾーンに加えて教育に関するゾーンというの

を必ず公園の中に造っていたので、この３つは必ず取り入れたい。（４つ目があるので、それも取り入れたい） 
 ただし、敷地内にそれらが全て配置できるかどうか分からない。周辺にある清久公園で運動を受け持つなど、他

の公園と機能の連携を図るという方法もいいのではないか。 
 この公園が久喜市の公園の中核となるのであれば、本公園を中心として、周辺にある県営久喜菖蒲公園等との機

能連携を図れるような基本コンセプトを考えたい。 

 本多静六博士をどのように表現するかが重要。 
 本多静六博士の思想を反映させた公園か、もしくは偲ぶ公園か、

または、知るきっかけを作るための公園にするのかという基本的

な方向性を決めることが重要。 
 公園利用時にも地震などが起こる可能性があり、利用時の安全確

保も重要。 
 防災教育の充実と、非常時の公園の有効利用を検討項目とする。

 本多静六博士の見本園、仕事の継承園という考え方もあるので、

検討項目とする。 
 体験公園は公園の存在性を高めることに繋がる。 

ただし、カリキュラム構成や講師などの運営上の問題もあり、今

後の検討項目とする。 
 教育に関しては、重要なテーマと考える。 
 教育ゾーンとして、独立させるか、メモリアルゾーンに内包させ

るか、それとも公園全体を教育ゾーンとして捉えるなど、様々な

視点から検討する。 
 ゆったりとした時間を公園内で過ごすことも、心身の健康の促進

に繋がる。 
 機能ネットワークは非常に重要な視点であり、近隣の公園も含め

て大きな公園像を描くことも重要。 

市民の手作り公園として  明治神宮の森のように、市民からの献木や児童たちのお小遣いで献木してもらうということもいいのではないか。

また、それにより私たちが小学校時代に植えた木だということで親しみを持つことにつながる。 
 献木に意味・意義を持たせるなど、その背景をしっかりとしたものとすることで、存在意義がある森や公園を造

れるのではないか。 

 市民の公園として、市民参加による公園づくりの手法も今後の検

討項目とする。 

公園の全国発信のために  全国的に本多静六博士を記念する公園だということを知ってもらうため、博士に関係のある市町村の代表者を公

園に集めて、会議やシンポジウム等を開催するのもひとつの方法ではないか。 
 本多静六博士の偉業を契機として、市のまちづくりや地域のまち

興しに繋げることも重要。 
 そのためには、公園のあり方の検討も重要。 

 



 

 

計画地周辺の公園一覧 

 

 

 名  称 施設概要 備考 

１ 久喜市総合運動公園 

 

グラウンド（400 メートルトラックレーン）、サッカー場 1 面、 

ゲートボール場 5 面、 

テニスコート 6 面（ナイター可）、多目的広場 

第 1 体育館、第 2 体育館、 

市民プール（夏季限定の屋外施設） 

 

２ ふれあい広場 

 

グラウンドゴルフ場  

３ 清久公園 

 

野球場 1 面（照明無し）  

４ 寺田緑地グラウンド 

 

グラウンド（ソフトボール、グラウンドゴルフ等）  

５ あやめ公園 

 

運動広場（グラウンドゴルフ等）  

６ 上大崎運動公園 

 

テニスコート 2 面、野球場、 

野球場サブグラウンド（サッカー、ソフトボール等） 
 

７ 福祉健康の森健康公園 

菖蒲温水プール（アクレ） 

 

遊具の広場 

温水プール（通年の利用できる屋内施設） 
 

８ 青葉公園 野球場（ナイター可）、テニスコート 3 面、 

健康遊具、子供の遊具の広場 
 

９ 森下緑地グラウンド テニスコート 2 面 

グラウンド（サッカー、ソフトボール、グラウンドゴルフ等） 
 

１０ 吉羽公園 多目的広場、アスレチック遊具、大型複合遊具  

１１ 香取公園 野鳥観察、健康遊具の広場  

１２ 県営久喜菖蒲公園 池、噴水、釣り場等の水辺 

遊歩道やジョギングコースなどの運動施設 

芝生広場や遊具の広場 

 

１３ しらさぎ公園 ラベンダー山 

池、橋梁、築山 

遊具 

 

１４ 太皷田公園 広場、見晴らしの丘  

１５ 三崎の森公園 遊具の広場  

１６ 古久喜公園 ビオトープ、湿性植物、野鳥観察  

１７ エンゼル公園 多目的広場、大型複合遊具  
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